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概要 ＥＡ (600字～800字程度にまとめてください。) 
 

任意の分子をナノスケールで自在に配置・配列する技術は、分子スケールのデバイス作製やナノテク応用

において必要不可欠な技術である。近年、分子間に働く水素結合、静電相互作用や疎水性相互作用などの

“弱い相互作用”を精密に制御することにより、ユニークな構造と優れた物性・機能を併せ持つ新しい超

分子材料の開発が精力的に行われている。本研究では、超分子化学的アプローチに基づき、シンプルかつ

効率の良い分子修飾法の創出を目指し、DNA中の塩基対を除くことで分子結合場として“余分な疎水空間”

を人工的に創り、この空間を利用して DNA 上に機能分子を固定・集積する研究を行なった。その中で、分

子間の会合力が非常に強いカチオン性ペリレンジイミド(PDI)が、疎水空間に選択的に（ほぼ 100 %）、か

つ非常に強く結合（109 M-1 以上）することを見出した。さらに検討を重ねた結果、一つの疎水空間に対し

て一つ分子が結合し、空間の数とその配置に応じて分子が自発的に DNA のπスタック内に並ぶことが明ら

かとなった。これらの結果は、DNA 中の疎水空間をテンプレートに利用すれば、機能分子と DNA を共存さ

せるだけで自在に DNA の分子修飾が可能であること、DNA 上への精密な分子配列・集積が可能であること

を示している。同様に、疎水性が強いポルフィリンをリガンドとした場合においても空間への特異的な結

合が観測され、さらに、空間内で電子ドナー性分子とアクセプター性分子がペアーを形成し電荷移動錯体

が特異的に形成されることを見出した。 
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欧文概要 ＥＺ 
 
DNA is a unique yet useful material to construct nanoscale molecular arrays along the helix axis. 
In this work, we show a new approach to create molecular assembly within DNA. Abasic sites were 
introduced into both strands of DNA to generate a hydrophobic cavity that serves as a host. A planar 
hydrophobic molecule (water-soluble perylenediimide derivatives, PDI) was used as the ligand 
molecule. In the presence of the DNA with the cavity, the binding of the PDI was found to 
site-specifically occur in the hydrophobic cavity. The molecular assembly and arrangement of more 
than two PDI molecules was performed by changing the sizes and positions of the cavities. 

 


